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本 目録は、高岡市伏木の棚田家に所蔵されている文書を高岡市が深井甚三富山大学教授

を代表とした棚田家文書研究会に調査を依頼し、作成した文書目録であります。

棚田家は江戸期より明治期にかけて廻船業に関わり、大正期以降に北海木材会社、北海

商行の経営に携わつたことで、伏木地区の有力な企業家となりました。現在、主屋の他、

衣装蔵、道具蔵、味噌蔵が登録有形文化財に登録され、建物に使用されている建築材や調

度品も贅を尽くしたものが多く、当時の繁栄を今に伝えています。

今回の調査では、明治から大正、昭和 30年代にかけての 1万点をこえる膨大な数の文

書を整理しました。

棚国家の経営の様子や人々の暮らしをうかがい知ることができる史料が数多く残されて

おり、伏木地区のみならず、高岡市の近代史の貴重な史料として研究の一助となれば幸い

です。

結びに、この目録作成にあたり、所蔵者である棚田梓様、さらに調査を担当されました

深井甚三富山大学教授をはじめ、棚田家文書研究会の皆様の並々ならぬご尽力に対しまし

て心から感謝申し上げます。

平成 25年 12月

高岡市教育委員会 教育長 氷見 管正



※目録は分類ごとの表記ではないため、日次の代わりに分類項目の一覧表を掲載する。

大分類 中分類 小分類

経営

棚田商店

契約

経費

決算

報告書

出勤悸

通信

資本

収支簿・出納帳

北海商行
～T10北海木材

決議録

報告書

収支簿・出納帳

株式・公債

抵当権

総会

日言き

経 費

登 記

会社設立・営業許可

決 算

財産 目録

材本

専用側線

樺太

船

通信

棚田瓦工場
S18～棚田合資会社

決議録

財産 目録

収支簿・出納帳

経 費

登 記

定款

会社設立・営業許可

報告書

納品書・売渡証

契約

製 品

出勤簿

決算

瓦工業組合

通信

建築・土木

入札・申請

資材

設計・見積・施工

経 脅

出勤簿

契約

収支簿・出納帳

朝 日土木

表彰状・感謝状

通信

出勤簿

土木建築工業組合

大分類 中分類 小分類

経営

土地・建物

土地台帳

登記

報告書

売買

貸 借

契約

経費

年貢米こ貸地料

区画整理・都市計画街路

通 信

地図・図面

金融

株式・公債

通帳・小切手

手形・為替

銀行

名刺・人名癬

薬剤師

質屋

停留所構内売店

保 険

鉱業

渡船

訴 訟

伏本町

法令・布達

議 会

町内会

学校

諸組合

寺社

伏本港

婦人会

棚田家

書簡・葉書

戸籍・履歴書

家計

家計簿

領収書・請求書・借用書

給 与

通 帳

資産

不動産

預貯金

家 財

相続 ,贈与

税 金

賞状 ,免状
菫 道

写 真

雑

ー
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凡例

(1)本 目録は、高岡市伏木錦田丁の棚田梓氏所蔵文書を収めたと

(2)史料は残存状態に基づいて配列し、綴史料や包紙等で一括された史料については枝番号をつけて全点を書き出した。

(3)目 録の記載形式は、史料番号、題名、年月日、分類項目、史料形態、内容、差出。所管、宛名、法量輸:× 横 cュェ1)、 紙数(墨

付丁数)の )民 とした。冊子のうち原題名でないものは、内容によってく )を付して仮題名を記した。推定年月日には()を
付した。年月日は、史料に記されている年月日を採つたが、葉書の年月日には、消印の年月日を記したものが多い。注記
は内容欄に記した。

(4)史料の形態は、文書については、一紙、続紙、切紙、罫紙、活版刷、ガリ版刷、葉書、万年筆書、鉛筆書、タイプ刷、用

紙、便
~喪
、方眼紙、原稿用紙、木版刷、名刺、証書、新聞、巻子本、電報、写真、折紙、冊子については、袋綴、長帳、

横帳、長帳仕立、罫紙綴、ガリ版刷、活版昂丁、タイプ刷、帳簿(通帳、便箋綴、レポート用紙、用紙綴、用箋綴、絵図・

地図・図面については、一紙、切紙、鋪、青焼きコピーとした。

③古書籍に関しては、目録に掲載しなかったため、一部欠番となつている箇所がある。

(6)解読不明な文字は、国で表記している。また、明らかな誤 りや誤表記もそのまま記し、その宇句の上に (ママ)と付した。

推定した場合は (ヵ )と した。

(7)個人情報については、史料に記載されている情報の一部について、高岡市個人情報保護条例(平成 17年 11月 1日 条例第
26号)に基づき、記載を省いた箇所がある。省いた部分には*を付した。


